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出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（印）する事。
＜連絡事項＞

・食事サービス提供管理委員会より

５／１３（金）１５：３０より、４Ｆユーティリティーにて食事サービス提供管理委員会が開催されます。今月分の意見は既に提出済みとなっています。出席者は廣瀬ＣＷとなります。

・小坂Drの診察日変更について

５／５（木）は祭日のため、５／６（金）に変更となります。診察希望の患者様がいる場合は、事前に連絡を福田Ｎｓへして下さい。

＜患者様連絡事項＞

・浅野　秀子様～財布とスタッフ預かりの現金を医事へ預けています。この件は東病棟へも連絡済みです。また、ＧＡＦは押印されていない箇所や確認が必要な箇所があった為、確認し処理しています。

・小坂　君子様～ご家族と相談し５／２０（金）１４：００の退院を希望されています。

デイケア利用→５／２４（火）から利用を希望。（毎週火・木・金曜日）

訪問看護利用→２週間に１回、水曜日（午後）を希望。

※五福へは連絡・確認済み

利用申し込み用紙を本人へ渡しています。５／７（土）ご家族面会時に、申し込み者欄に記入して頂く予定となっています。記入後は五福へ提出して下さい。

・倉橋　生子様～パントシン（ビタミンＢ剤）の薬包を破いてしまった為、新しく　１包処方して頂いています。服薬セット時に薬包を破いてしまう事がありますので、注意を促して行きましょう。

・菊地　明子様～排便コントロールの為、シンラック液（下剤）が１本処方となっています。排便状況の確認をこまめにして行きましょう。

左乳房に痛みがあり、気になっている様子あります。（４年前に受診した時は異常はなかったとの事）主治医へ情報提供し、痛みが続くようであれば診察を行うとの事でした。疼痛について確認して行きましょう。

＜ＳＳＴ担当より＞

・今年度、短期目標や月間予定がすぐに分かるように１つのファイルにまとめています。記録用紙も同じくインデックスを付けていますので、各自で確認をして下さい。プレミーティング等を記載する用紙のファイルがボロボロになったので、新しいファイルにしました。

【短期目標について】

今までは、１ヶ月の目標を１枚の用紙に記載していましたが前月分の目標や達成度が不明である事、毎回同じ目標を立案している患者様がいる状態でした。それを踏まえて、今月の目標と前月の目標を記載し、前回の達成度も一緒に掲載する事にしました。ステップアップが考えられる場合もあるので、参考にして下さい。

【月間予定表について】

今までは、年間でどのように実施して行くかを掲載していましたが、今年度は都度、病棟で必要とされるテーマを決定して行く予定ですので月間予定表としています。５月のメインテーマは『タイミングを見て上手に話すためには･･･？』としています。第１週目は目標設定、最終週は目標評価となっていますので間の週でテーマについて意見交換をして行くようにします。

【総括の記録について】

総括を記入する際は、①ＳＳＴでの様子、②普段の様子、③今後どのように介入・取り組みが必要かを記入して下さい。

＜Ｄｒ川端　ケースカンファレンス・診察＞

・小坂　君子様～退院日について情報提供しています。外来診察予定として、本人のデイケアに通う日と合わせて毎週火曜日の予定としています。外来スタッフへ連絡し、５／２４（火）１２：００を予定しています。退院時処方の関係もありますので、次回診察時、主治医へ情報提供と確認をして下さい。また、退院時処方について確認が取れたら外来にも情報提供をして下さい。

診察にて本人より、就床前薬を１９：３０に飲む事としていたが「それより早く眠くなる」と話されており、１９：００～１９：３０の間に服用するようにと主治医よりありましたので、忘れずに服用して頂くようにし睡眠状況の観察をして行きましょう。

・大釜　万知様～５／９（月）より、単独外出を開始する予定である事を情報提供しています。主治医より、行ってはいけない場所や行ける範囲について説明を受け本人も納得されています。当分、小遣いは１，５００円とし外出時間を１６：００～１７：００までとしています。また、離院した際のマニュアルはカルテに挟めています。

主治医より、対人交流目的にて体育館へ行き運動をするようにと説明を受けています。余暇時（１６：００以降）、体育館での運動を呼び掛けて行きましょう。

・稲垣　恵利子様～夜間中途覚醒がある事、先日、嘔吐した事について情報提供しています。主治医より、水分摂取について指導・説明を受けています。本人は納得していますが、スタッフサイドでも水分摂取量について観察をして行きましょう。

＜大釜　万知様ケースカンファレンス＞

【入院前の問題点】

Ｈ８年頃、「盗聴器が仕掛けられている」等の被害妄想が出現。入院前、銀行員に意味不明な発言をし、その日の夜に興奮・独語・不眠が著明となり、家族が入院加療を希望され入院となる。

【入院中の経過～現在の様子】

入院後、終日隔離にて経過している。徐々に精神症状の安定化図れ、Ｈ２１年８月１８日に時間隔離にて開放観察となり、Ｈ２１年８月２４日に隔離解除となっている。隔離解除後は、膝や鼻を鳴らしたりスタッフオフィス前に立ち、頭を上下したり独語が見られているが、作業療法や活動には参加する事が出来ている。その後、療養環境変更の為、西病棟、北病棟へと転棟しているが奇異な行動は継続して見られているが精神症状の変化や悪化はなく経過している。

Ｈ２２年５月６日頃より、口渇による飲水が頻回に見られ水分管理を行っている。嗜好品の摂取も合わせ、一度に体重が４～５Kg増加する事があるが指導には理解乏しい。

リハビリの一環として、単独外出訓練を開始しているが、開始前に郵便局の通帳を気にする事や、ゲームショップに行きたい等の発言聞かれていたが外出中の奇異な行動がある事の他に問題行動は見られていない。

【今後必要と思われる支援】

嗜好品の摂取状況の確認、水分管理、精神科リハビリテーション、単独外出訓練

【今後の目標】

父様は、「自分が退職したら一緒に暮らしたい」と話されていた事から、最終目標は『自宅への退院』となる。その前に必要な日常生活上の支援、訓練を行う必要がある事から『青山荘への入所』を経ての自宅退院となる予定。

【家族関係】

両親と兄様がいるが、兄様は全く接触がない状態。父様は将来的には一緒に暮らしたいと話している事から、治療にも協力的である。母様も協力的である。

【問題点】

・「盗聴器が仕掛けられている」などの被害妄想がある

・銀行へ行き、意味不明な事を話しその後、興奮や独語、不眠などが著明となった

・膝や鼻を鳴らす、スタッフオフィス前に立ち頭を上下する等の奇異行動がある

・他者との交流が殆どなく、必要最低限の会話しかない（対人交流面について）

・口渇あり、多飲水傾向となり体重増加となる

・日課、保清面に関して、スタッフの介入・促しが必要である

【今後の関わりとして】

・日課、保清面のチェック表を作成し、取り組んで頂く

・他者とのコミュニケーション不足を解消する目的、仲間作りの目的で余暇時は、体育館での運動を促して行く。

・会話、コミュニケーションについて、自ら発言出来る機会を提供する（何かの司会・進行など）































































